
・2019年度通常枠と2020年度コロナ緊急支援枠を比較すると、前者では「コミュニティ」や「企業・ビジネス」の事業数が多い一方、後者で

は「就労」や「ひとり親・ シングルマザー・父子・母子」の事業数が多い。

※2020年度通常枠については公募・選定中（本年3月末時点で19の実行団体を採択） 。

５

2019年度通常枠と2020年度コロナ緊急支援枠で採択された事業の内容

＜2020年度コロナ緊急支援枠（暫定版）＞ ＜2019年度通常枠（暫定版）＞

注） （ ）内は142事業に占める割合。注） （ ）内は216事業に占める割合。


